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当中間連結会計期間の業績
当中間連結会計期間（平成26年9月中間期）
　当中間連結会計期間の経済環境につきましては、「当行（単体ベース）の営業の概況」（本誌１頁）に記載のとおりですが、このよう
な経済環境のなか、百十四グループは、銀行業務を中心として地域に密着した営業活動の展開を図るとともに、リース業務などの金融
サービスの提供につとめました結果、当中間連結会計期間の業績は以下のとおりとなりました。

○預金・預り資産……個人預金が増加しましたが、法人預金及び公共預金が減少したことにより、当中間連結会計期間末の預金残高は、
前連結会計年度末比1,076億円減少して３兆6,616億円となりました。また、譲渡性預金を含めた総預金では、前連結会計年度末比
1,007億円減少して３兆8,526億円となりました。
　また、お客さまの資金運用ニーズの多様化にお応えするため、個人年金保険、公共債、投資信託など、預金以外の運用性商品の品
揃え充実につとめ、当中間連結会計期間末の預り資産残高は、前連結会計年度末比34億円増加して3,747億円となりました。
○貸出金……法人向け貸出金が減少しましたが、個人向け及び公共向け貸出金が増加したことにより、当中間連結会計期間末の貸出金
残高は、前連結会計年度末比384億円増加して２兆6,526億円となりました。
○有価証券……当中間連結会計期間末の有価証券残高は、前連結会計年度末比338億円増加して１兆3,694億円となりました。なお、
当中間連結会計期間末の「その他有価証券」の差引評価益は、前連結会計年度末比230億円増加して816億円となりました。
○損益
〈経常収益〉
　国債等債券売却益の減少によるその他業務収益の減少や、貸倒引当金戻入益の減少によるその他経常収益の減少などにより、当中
間連結会計期間の経常収益は、前中間連結会計期間比46億50百万円減少して387億95百万円となりました。
〈経常費用〉
　不良債権処理費用の増加によりその他経常費用などが増加しましたが、国債等債券売却損の減少によるその他業務費用の減少によ
り、当中間連結会計期間の経常費用は、前中間連結会計期間比１億95百万円減少して289億57百万円となりました。
〈経常利益・中間純利益〉
　以上の結果、経常利益は、前中間連結会計期間比44億54百万円減少して98億38百万円となり、中間純利益は、前中間連結会計期
間比31億16百万円減少して49億30百万円となりました。

セグメント情報等
【セグメント情報】
1.報告セグメントの概要
　当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源
の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
　当行グループは、銀行業務を中心に、連結子会社においてリース業務をはじめとする金融サービスに係わる事業を行っており、当
行及び企業集団を構成する個々の連結子会社がそれぞれ事業計画等を立案し、事業活動を展開しております。
　したがって、当行グループは、当行及び個々の連結子会社を基礎とした業務別のセグメントから構成されており、「銀行業」及び
「リース業」の２つを報告セグメントとしております。なお、「銀行業」は、預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、為替業務等を
行い、「リース業」は、連結子会社の百十四リース株式会社において、リース業務等を行っております。

2.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と同一
であります。
　なお、報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。
　セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。

3.報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
前中間連結会計期間（平成25年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 中間連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計
経常収益
外部顧客に対する経常収益 39,071 3,361 42,433 1,012 43,445 ― 43,445
セグメント間の内部経常収益 463 343 807 1,807 2,615 △ 2,615 ―

計 39,535 3,705 43,240 2,820 46,060 △ 2,615 43,445
セグメント利益 13,487 234 13,722 891 14,614 △ 321 14,292
セグメント資産 4,296,382 24,680 4,321,063 29,429 4,350,492 △ 37,537 4,312,955
セグメント負債 4,059,232 20,908 4,080,140 10,483 4,090,623 △ 35,610 4,055,013
その他の項目
減価償却費 1,436 55 1,491 168 1,660 37 1,697
資金運用収益 24,425 70 24,496 266 24,762 △ 368 24,394
資金調達費用 1,805 76 1,882 46 1,928 △ 302 1,625
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 1,817 1 1,818 279 2,097 33 2,130
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（注）1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と中間連結損益計算書の経常収益計上額との差異について
記載しております。
2.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業及び信用保証業を含んでおります。
3.「セグメント利益」「セグメント資産」「セグメント負債」「減価償却費」「資金運用収益」「資金調達費用」「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」の調整額は、セグメン
ト間取引消去であります。

4.セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

当中間連結会計期間（平成26年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 中間連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計
経常収益
外部顧客に対する経常収益 34,519 3,389 37,909 886 38,795 ― 38,795
セグメント間の内部経常収益 95 311 407 1,868 2,276 △ 2,276 ―

計 34,614 3,701 38,316 2,755 41,072 △ 2,276 38,795
セグメント利益 8,696 274 8,971 829 9,801 37 9,838
セグメント資産 4,408,860 25,564 4,434,424 29,812 4,464,237 △ 39,405 4,424,831
セグメント負債 4,156,956 21,435 4,178,391 10,182 4,188,574 △ 37,521 4,151,053
その他の項目
減価償却費 1,418 54 1,472 162 1,634 32 1,667
資金運用収益 23,964 56 24,020 249 24,270 △ 301 23,969
資金調達費用 2,105 65 2,171 43 2,214 △ 281 1,932
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 924 3 927 64 992 50 1,042

（注）1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と中間連結損益計算書の経常収益計上額との差異について
記載しております。
2.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業及び信用保証業を含んでおります。
3.「セグメント利益」「セグメント資産」「セグメント負債」「減価償却費」「資金運用収益」「資金調達費用」「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」の調整額は、セグメン
ト間取引消去であります。

4.セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

【関連情報】
前中間連結会計期間（平成25年9月中間期）
1.サービスごとの情報 （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 リース業務 その他 合計

外部顧客に対する経常収益 17,411 12,599 3,361 10,072 43,445
（注）一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

2.地域ごとの情報
（1）経常収益

　当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が中間連結損益計算書の経常収益の90％を超えるため、記
載を省略しております。

（2）有形固定資産
　当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、
記載を省略しております。

3.主要な顧客ごとの情報
　特定の顧客に対する経常収益で中間連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。

当中間連結会計期間（平成26年9月中間期）
1.サービスごとの情報 （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 リース業務 その他 合計

外部顧客に対する経常収益 16,992 9,220 3,389 9,193 38,795
（注）一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

2.地域ごとの情報
（1）経常収益

　当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が中間連結損益計算書の経常収益の90％を超えるため、記
載を省略しております。

（2）有形固定資産
　当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、
記載を省略しております。

3.主要な顧客ごとの情報
　特定の顧客に対する経常収益で中間連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
前中間連結会計期間（平成25年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

銀行業 リース業 計
減損損失 10 ― 10 ― 10

当中間連結会計期間（平成26年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

銀行業 リース業 計
減損損失 5 ― 5 ― 5

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】
　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
　該当事項はありません。
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